巻頭言 by unknown
地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
巻頭言「地域連携推進センターが担う高等教育推進」 
～課外活動の実践による地域連携教育について～ 
花園誠(地域連携推進センター) 
1.地域連携教育と課外活動 
地域連携推進センターの前身は、2004 年に設立された「地域連携
教育推進センター」である。名称に「教育」と標榜しているように、
開学以来の本学の使命の一つである「地域貢献」を強化しつつ「高等
教育を推進するための教学センターとして発足した」のが地域連携推
進センターのそもそもの始まりであった。初代センター長・引馬教授
は「地域社会の課題解決に―略－学生が参加することは大きな意義が
あります。(中略)苦労を重ねて課題の解決に成功すれば、難題に立ち
向かう自信と、将来、社会に出た時に役立つ経験が得られるはずです。
このような教育手法は『地域連携教育』と呼ばれ、文部科学省の高等
教育活性化のテーマのひとつになっています。」と本学のニューズレ
ター上で言及した(「地域連携教育推進センター発足の背景と活動方針」
より引用)。 
本学の地域連携教育が課外活動主導にと変容したのは、遡るとアニ
マルサイエンス学科の前身の「アニマルサイエンスコース」がバイオ
サイエンス学科(後に生命科学科に統合)に設置された 2001 年時に辿
り着く。このとき、学生の主体性と意欲を活かしながら専門的な学び
を深める目的で学科の専門性を反映した9つの課外活動団体を創設し
た。さらに、その活動の場を大学の外に展開し、地域社会のニーズと
結びつけた。すなわち、課外活動を地域貢献活動化することで、地域
連携教育を推進したのである。誤解を恐れず言えば、本学では、課外
活動が地域連携教育を担うことにより高等教育を推進してきたので
ある。地域連携教育推進センターの設立時には年間200万円の予算を
計上していただいたが、その全額が課外活動団体の助成金として活用
された。課外活動による地域連携教育を追認したと言ってよい予算配
分で、第一回目の学内公募の結果、24テーマ(24課外活動団体)が助成
対象となった。 
しかし、課外活動を高等教育と位置付けることに、当時の教員から
全会一致の賛同を得たわけではない。「課外活動は教育ではない。」と
の根強い反対意見もあった。その異論を意識して地域連携教育推進セ
ンターは「課外活動による地域連携教育」を「学生1人ひとりに独自
の解決法を創案させ、競わせることによって教育効果を向上させよう
という試みです。」と定義し、「テーラーメイド実習」と言い換えるこ
とでセンターの施策とした。前述のニューズレターからの引用である。
苦肉の策の言い換えで「実習」と正課的に装うも、「学生 1 人ひとり
に独自の解決法」のその実体は、依然として「課外活動」であり続け
た。2004 年以降、地域連携教育推進センター主催の「公開発表会」
が毎年度末の恒例行事となったが、発表の常連は動物介在活動部、動
物介在教育研究部、SWEET HEART(動物福祉を考える部)、野生動
物系連合(ビオトープ研究部・野生生物研究部)、動物園研究部、AQUA 
SHIP(水族館研究部)、ネコの目報道部、乗る・馬・体験乗馬会(障が
い者乗馬会)等と、全て課外活動団体である。 
2.地域連携推進センターの発足 
2010年、千住キャンパス開設。「地域連携教育推進センター」は「地
域連携推進センター」と名称変更した。「教育」の 2 文字を抜いたの
は、センターの担う役割を拡充し、教員による「研究推進」と、そし
て「社会貢献」の推進もセンターの職務とするためであって、従来の
「教育推進」はそのまま継承した。そして、「教育推進」・「研究推進」・
「社会貢献」のそれぞれにコーディネーターを配置することで、大学
の社会的使命である「教育」と「研究」の両方を「社会貢献」に結び
つけるための組織としたのである。職務の拡充にともない、計上され
る毎年の予算も増額と、特段のご高配をいただいた。さらに地域連携
のための外部資金も獲得したが、それら予算の過半が「地域連携教育」
に配分された。「地域連携推進センター」の主要な役割が「高等教育
の推進」であることに本質的な変容はなかったのである。本年報の巻
末に 2018 年度の活動実績が網羅されているが、その過半が「課外活
動」による「地域連携教育」である。そして、2019 年度予算の68%
は直接・間接的な「地域連携教育」の推進費として配分されている。 
3.学会の評価 
  2016 年 8 月、日本高等教育評価機構からのご指名で本学は「第 6
回高等教育質保証学会」にシンポジュウムのパネリストとして登壇し
た。このときのメインテーマは「内部質保証と三つのポリシー」で、
登壇したセッションのテーマは「カリキュラムポリシーの実現に向け
て」であった。発表は、宮崎大学、金沢工業大学、上智大学と続き、
4 番目の最後であった。本学からの演題は「課外活動と教育」とし、
課外活動による質保証の実践と成果について発表した。「どのように
受け止められるのか。場違いではないか」と前3者の発表後だったの
で、いささかの不安を覚えながらの発表であった。しかし、その後の
ディスカッションでは、フロアにいた各国公立大学の質保証を担う教
授連より相次いで高評価と絶賛のコメントをいただいた。その後の情
報交換会でも「課外活動にそんな活用法があったとは。まさに目から
うろこが落ちる思いだった。」との感想をいただいた。「帝京科学大学
は最先端の斬新な高等教育を実践している」それが高等教育の研究者
からの率直な評価であった。地域連携推進センターがそれを担ってい
るのである。 
地域連携推進センター長 
花園 誠 Makoto HANAZONO 
（教育人間科学部 こども学科） 
明治大学農学部を卒業後、名古屋大学大学院農学研究科博
士課程修了、博士（農学）。専門は、動物介在教育学、動物
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理化学研究所、帝京大学医学部を経て平成12年、帝京科学
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